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1．調査目的 

本調査は、瀬戸内海の総合的な水環境の状況を把握するため、現在、調査が実施されてい

る BOD、COD 等の化学的な指標以外に、干潟などの浅海域における生物、植物、生息環境等の

環境調査を実施して水環境の状況を把握し、瀬戸内海の水質改善、生態系の回復等の検討を

おこなう資料を収集することを目的とする。また、その調査の実施において、環境保全活動

をおこなう住民団体等と連携し、地域住民等による自主的なモニタリング活動を促進する方

策を検討する。 

 

2．調査時期 

2-1 調査日時 

平成 20 年 6 月 21 日(土) 15：00～18：00 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.1 調査当日の潮汐 

 

2-2 調査スケジュール 

 

11：30  現地調査準備 

14：30  調査員（ボランティア）現地集合 

14：40  調査概要・調査方法および注意事項の説明、班分け 

15：00  現地調査開始 

18：00  現地調査終了、調査結果の概要報告・意見交換 

18：30  解散 

調査時間 
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3．調査範囲 

3-1 調査範囲 

調査場所は、江田島市大柿町釣附海岸である。調査範囲は、茶臼山を囲む約 150m×約

130m の範囲とする。汀線直角方向では、潮上帯（飛沫帯）～潮間帯を対象とする。図.2

および図.3 に、調査範囲を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.2 調査範囲 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.3 調査範囲（汀線直角方向） 
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3-2 調査測線の設定 

調査測線は、汀線に直角方向に設定する。現地の地形・基質・生物種の分布状況に留

意して、5本の調査測線（測線Ａ～測線Ｅ）を設ける。図.4 に、調査測線位置図を示す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図.4 調査測線位置図 
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4．調査項目および調査対象生物 

4-1 調査項目 

調査項目は、潮間帯生物、ゴミ・漂着物、基質、景観・植生の 4項目とする。 

 

4-2 調査対象生物 

潮間帯生物調査における調査対象生物は、現地踏査をおこない、確認された種から「広

島県海岸・干潟生物調査マニュアル〔改訂版〕」(広島県、平成 18 年 3 月)に掲載されて

いる種を参考にして、比較的広い分類群からおこなった。 

選定にあたっては、表.1 に示す選定基準を踏まえて、指標種、貴重種、特徴的な種を

選定し、選定した種について、分布量(分布数が多い場合はコドラート)を調査する。 

 

表.1 調査対象生物の選定基準 

1）潮上帯・潮間帯に分けて生物種を選ぶ。 

2）色々な生態から選ぶ。 

3）環境指標種と成りうる生物・海藻種を選ぶ。 

4）モニタリングの目的に応じて、貴重種とされている生物などを選ぶ。 

5）同定(種類の判別)が容易な種を選ぶ。 

6）特徴的な種を選ぶ。 

 

現地踏査の結果、および調査対象生物選定基準に基づき、岩礁を生息（生育）域とす

る生物から 20 種、干潟を生息（生育）域とする生物から 5 種を選定した。選定した調

査対象生物を、次項 表.2 に示す。 
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表.2 選定した調査対象生物 

分類群名 種名 選定理由 おもな生息・生育環境 

ヒザラガイ 指標種 岩礁、潮間帯上部～中部 

マツバガイ 指標種 岩礁、潮間帯上部～中部 

アオガイ 指標種 岩礁、潮間帯上部～中部 

オオヘビガイ 指標種 岩礁、潮間帯中部～潮下帯

イボニシ 指標種 岩礁、潮間帯上部～中部 

ムラサキイガイ 指標種 岩礁、潮間帯中部～潮下帯

ムラサキインコガイ 指標種 岩礁、潮間帯中部～潮下帯

マガキ 指標種 岩礁、潮間帯中部～下部 

貝類 

ケガキ 指標種 岩礁、潮間帯中部～下部 

ゴカイ類 タマシキゴカイ 指標種、特徴的な種 干潟、潮間帯中部～潮下帯

カメノテ 指標種 岩礁、潮間帯上部 

クロフジツボ 指標種 岩礁、潮間帯中部 

シロスジフジツボ 指標種 岩礁、潮間帯上部～中部 

タテジマフジツボ 指標種 岩礁、潮間帯中部 

スナガニ 
貴重種（準絶滅危惧種：

広島県 RDB） 
干潟、潮上帯（満潮線付近）

動
物 

甲殻類 

ハクセンシオマネキ
貴重種（準絶滅危惧種：

広島県 RDB） 
干潟、潮上帯～潮間帯上部

緑藻類 アナアオサ 指標種 岩礁、潮間帯中部～潮下帯

イシゲ 指標種 岩礁、潮間帯中部 

イロロ 指標種 岩礁、潮間帯中部 

イワヒゲ 指標種 岩礁、潮間帯中部 

ヒジキ 指標種 岩礁、潮間帯下部 

褐藻類 

ウミトラノオ 指標種 岩礁、潮間帯下部 

紅藻類 ツノマタ 指標種 岩礁、潮間帯下部～潮下帯

アマモ 指標種、特徴的な種 干潟、潮間帯下部～潮下帯

植
物 

単子葉類 
コアマモ 指標種、特徴的な種 干潟、潮間帯中部～潮下帯
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5．調査方法 

5-1 潮間帯生物調査 

潮間帯生物調査は、ベルトトランセクト法による目視観察とする。調査方法を、図.5

に示す。 

 

図.5 調査方法模式図（平面図） 
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調査は、1本の調査測線（ベルト）につき、2～4名程度でおこなう。調査測線を中心

とする 5m 幅のベルト内に出現する調査対象生物を計数・計測し、表.3 および表.4 にし

たがって、個体数・被度階級を観察野帳に記録する。調査対象生物以外の生物について

も、その種名を記録する（同定が困難なものについては、「○○属の 1種」等と記録す

る）。観察野帳の記入例を、図.6 に示す。 

また、調査測線（ベルト）に拘らず、調査範囲を自由に動きまわって観察する調査員

を 1名程度配置し、確認した生物の種名と位置を記録する。 

なお、スナガニおよびハクセンシオマネキの計数は、やや離れた場所から双眼鏡によ

り個体を観察しておこなう。タマシキゴカイについては、糞塊の数をカウントする。 

 

表.3 動物個体数の階級・区分 

階級 区分 区分の基準 

ｃｃ 非常に多い 概ね 100 個体/㎡ 以上 

ｃ 多い 10～100 個体/㎡ 

＋ 普通 5～10 個体/㎡ 

ｒ 少ない 1～5 個体/㎡ 

ｒｒ 非常に少ない 1 個体/㎡ 

 

表.4 植生被度の階級・区分 

被度階級 被度（％） 区分 区分の基準 

5 75  ＜ 濃生 地表面がほとんどみえない 

4 50～75 密生 地表面よりも植生のほうが多い 

3 25～50 疎生 植生よりも地表面のほうが多い 

2  5～25 点生 植生はまばらである 

1 ＜   5 極く点生 植生はごくまばらである 

0 0 なし 植生はない 
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5-2 ゴミ・漂着物調査 

ゴミ・漂着物調査は、潮間帯生物調査と同様の方法でおこない、ゴミの位置と種類を

観察野帳に記録する。なお、ゴミ・漂着物については、人間の生活から排出されるゴミ

（生活系）、おもに水産業から排出されるゴミ（産業系）、剥離した海藻、貝殻（自然

系）の 3つに分類し、記録する。 

ゴミ・漂着物の例を、表.5 に示す。 

 

表.5 ゴミ・漂着物の例 

分類 例 

生活系 発泡スチロール、ペットボトル、空き缶・ビン、ビニール袋 

産業系 ホタテ貝殻（カキ養殖）、カキ筏の部品、漁網 

自然系 貝殻（スガイ、イボニシ、イシダタミガイ）、海藻、木片 

 

5-3 基質調査 

基質調査についても、潮間帯生物調査と同様の方法でおこない、確認された基質の状

態を、表.6 により分類し、記録する。粒径の計測方法は、スケールによるものとする。 

 

表.6 基質の分類 

種類 大きさ 状態 

泥 粒径が0.075mmより小さい 砂混じり泥など 

砂 粒径が 0.075mm～2.0mm 泥混じり砂など 

礫 粒径が 2.0mm～80mm 泥 100％、全体的に礫が点在など 

岩 粒径が 80mm より大きい 泥 30％、砂 30％、礫 30％、岩 20％など 

 

5-4 景観・植生調査 

調査地点付近の景観、植生等の変化を把握するため、数地点の定点で写真撮影をする。 
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図.6 観察野帳（記入例） 
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6．調査体制 

6-1 調査メンバー 

調査メンバーは、表.7 のとおりである。 

 

表.7 調査メンバー 

所属団体 人数 備考 

国立江田島青少年交流の家 1 名  

広島県 3 名  

総合技研（株） 15 名 指導員 5名、調査員 10 名 

 

6-2 班編成および分担 

班編成および分担は、表.8 のとおりである。 

 

表.8 班編成および分担 

班 作業者 作業内容 

1 

指導員：総合技研（株）山根 

調査員：国立江田島青少年交流の家 1 名 

    総合技研（株）1名 

測線Ａの調査 

2 
指導員：総合技研（株）中川 

調査員：総合技研（株）2名 
測線Ｂの調査 

3 
指導員：総合技研（株）野村 

調査員：総合技研（株）2名 
測線Ｃの調査 

4 
指導員：総合技研（株）陶山 

調査員：総合技研（株）2名 
測線Ｄの調査 

5 
指導員：総合技研（株）山田 

調査員：総合技研（株）2名 
測線Ｅの調査 

6 調査員：総合技研（株）1名 全調査範囲の調査 
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7．安全管理計画 

7-1 注意事項 

指導員は、調査員による調査が安全・円滑に進められるよう、調査員に対し、以下の

事項について十分な説明・呼びかけをおこなう。 

 

・ 帽子・軍手の着用 

・ 走らない、深いところにいかない 

・ こまめな水分補給 

・ 危険生物にさわらない 

 

危険生物の一覧を、表.9 に示す。 

表.9 危険生物一覧表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※広島県海岸・干潟生物調査マニュアル〔改訂版〕、p15 より抜粋. 




